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1．諸　言
和歌山大学国際観光学研究センター（CTR）は、最
先端の研究を広く社会に発信し、さらなる研究の活性
化を図るため、例年、複数回にわたり国内外から観光
学分野の研究者等を招聘し、学内もしくは東京や大阪
の会場で研究セミナーイベントを開催していた。とこ
ろが、2019年末に発生した新型コロナウイルス感染症
（以後、コロナ）拡大の影響により、対面でのイベント
開催が不可能となってしまった。しかし幸いにもこの
パンデミックのため、世界中がオンライン会議や授業
といったオンライン化に大きくシフトし、インフラ環
境が世界規模で整うことにつながった。これを好機と
捉え、CTRではセミナーのオンライン化、ウェビナー
を実施し、より広く世界へ発信、交流していくことと
した。そこで本稿では、過去 3回のウェビナー開催を
通して得たオンラインイベント運営のノウハウと知見
を報告することで、日本でも歩みを始めたウェビナー
文化の発展ならびにオンラインイベント運営の円滑化
に貢献することを目的とした。

2．ウェビナーシリーズの趣旨と運営体制　
CTRはアジア太平洋地域における観光学分野の研

究拠点としての確立をミッションに掲げており、ウェ
ビナー開催はコロナ禍においてもその実現に向け世
界に働きかけることを目指したプロジェクトである。
同ウェビナーのシリーズ名称を「Wakayama-CTR 
Webinar Series 2020」と決め、共通テーマを「Tourism, 

Sustainability and Recovery: Asia Pacific Expert 
Outlook」と定めた。主に日本を始めとしたアジア太
平洋地域の観光学研究者や学生、業界関係者を対象と
して、観光分野におけるコロナによる影響からの復興
を軸に、世界の観光研究や知見を共有することを目的
とした。
ウェビナー実施日程は 2020年 7月から毎月 1回（原
則毎月第 3水曜日）とした。初回から第 3回目まで
は、和歌山大学特別主幹教授 3名が順に基調講演を務
め、CTRでの選定あるいは同特別主幹教授の推薦で共
同研究者や観光国際機関等の代表者がパネリストとし
てウェビナーの議論に加わった。また、同特別主幹教
授の居住地がオーストラリア及び英国であったため、
ライブ開催の都合上、時差を考慮して毎回日本時間 19
時開始と定めた。一部地域からのライブ視聴は難しく
なるが、録画動画の公開を行うことで、定時開催によ
る視聴者の認識固定化を優先することとした。各回の
モデレーターは CTR研究員が担当し、準備運営は主
に本稿の筆頭筆者及び第 2筆者の事務スタッフ 2名で
行った。CTRウェビナーシリーズの概要は表 1にまと
めた。
初回のウェビナー登壇者は、意図した訳ではない
が男性 4名となった。これに対し、パネルに女性
が皆無だと海外から指摘を受けた。指摘を受けすぐ
に、「Through combined factors of availability and 
circumstances, this webinar has an all male panel. 
Wakayama University is very conscious of gender 
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equality and proportionate representation and in 
forthcoming webinars in the series will ensure that 
proportionate gender representation is at the forefront 
of programming」という注意書きを CTRの英語版ウェ
ブサイトとチラシに追記した。特に欧米豪では多様性
への意識が非常に強く、世界を対象にしたウェビナー
という観点から、第 2回目以降、本ウェビナーシリー
ズでも性別や人種的背景も考慮に入れ、登壇者の選定
を行うことを心掛けた。
登壇者の人数も十分に検討が必要な要因である。視

聴側の感覚として 20分以上の講演は長いと感じやすい
ため、単独講演のウェビナーとするよりはパネルディ
スカッションを含めるのが主流である。ただし、基調
講演者に加え、パネリストは最大でも 2名までが、1
時間の時間枠では限界であると考えられる。パネルディ
スカッション参加のためパネリストも自己紹介とプレ
ゼンテーションを行うが、 ウェビナーでは運営側がタ
イムキープをして残り時間を登壇者に伝えるのは非常
に難しく、持ち時間を過ぎてしまいやすいのが難点で
ある。全体の終了時間を 10分程度オーバーしたことも
あったが、予め 1時間半や 2時間のプログラム設定に
することは避けた。オンライン視聴は集中力が続きに
くく、長時間のウェビナーでは申し込み自体を躊躇し
てしまうことが予測されたためである。海外でも大学
機関の提供するウェビナーは、1時間枠が一般的なも
のとなっている。
ここで、本番の運営体制についても言及しておく。

本ウェビナーシリーズでは、3名体制で運営にあたっ
た。メインとなる画面切り替えを 1名で行い、登壇
者（主にモデレーター）とのコミュニケーションを取
りながら、チャットボックスにホストからのメッセー

ジを投稿する 1名を置いた。加えて、冒頭にプロモー
ションビデオ操作を担当する 1名を置いた。これは、
動画再生時に画面を操作してしまうと、カーソル等が
視聴者画面に映ってしまい、再生が終了するまでホス
トコンピューターを操作できなくなってしまうためで
あった。なお、動画再生の担当者は万が一モデレーター
にシステムトラブルが起こった際に、ピンチヒッター
として登壇するというリスクマネジメント体制も兼ね
ることとした。
上記 3名は同室で運営にあたったが、本番開始前

の登壇者とのブリーフィングではマイク機能を利用す
るため、各自がヘッドフォン等で音声を出力してハウ
リングが起こらないよう準備した。運営側のコミュニ
ケーションの取りやすさを考慮すると、モデレーター
も同室で出演することが望ましい。なお、各自ノート
パソコンで作業したが、運営側の画面は視聴者画面と
仕様が異なるため、別途 PC1台をモニター画面につな
ぎ、視聴者画面を確認できる体制を取った。この準備
には、ダミー視聴者として別のアカウントで申し込み
をしておく必要がある。

3．利用ツールの選定と運用方法　 
ウェビナー実施にあたり、同センターでは Zoomビ
デオコミュニケーションズ社が提供する「Zoomビデ
オウェビナー」を利用した。「Zoomミーティング」の
有料オプションとなるが、講演者やモデレーターの話
者のみが画面に表示され、視聴者が映ることなくセミ
ナーを視聴できることや登録フォーム設定、配信メー
ルのカスタマイズや自動送信設定、YouTubeへの連携
によるライブストリーミング配信が可能といったウェ
ビナー実施に際する利便性が高いということから、導

表 1．CTR ウェビナーシリーズ 2020「Tourism, Sustainability and Recovery: Asia Pacific Expert Outlook」の概要

テーマ 登壇者 参加者数／申込者数
第 1回：
2020年 7月 22日

COVID:  Trave l  and 
Tourism

●  Dr. Brent W. Ritchie（和歌山大学特別主幹教授、
The University of Queensland教授）

●  Mr. Trevor Weltman （Chief of Staff, PATA）
●  Dr. Hayato Nagai（和歌山大学観光学部講師）

131名／ 235名

第 2回：
2020年 8月 19日

Recovering sustainably, 
global lessons for Japan’s 
tourism industry

●  Dr. Graham Miller （和歌山大学特別主幹教授、
University of Surrey教授）

●  Ms. Rochelle Turner（Head, Research and 
Insight, MaCher）

●  Dr. Xavier Font（University of Surrey教授）
●  Dr. Kumi Kato（和歌山大学観光学部教授）

167名／ 261名

第 3回：
2020年 9月 16日

Tourism, sustainability 
and de-growth

●  Dr. Richard Sharpley （和歌山大学特別主幹教
授、University of Central Lancashire教授）

●  Dr. Muchazondida Mkono（The University of 
Queensland Business School 講師）

214名／ 347名
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入を決めた。
また、Zoomウェビナーでは、配信設定にあたり参
加登録や操作等の各種詳細を調整できる。基本設定と
して、ウェビナータイトルや開催日時、所要時間、参
加登録の有無、開始時のビデオや音声設定、ウェビナー
の実践セッション（事前の操作確認）や質疑応答・録
画の設定の大枠を登録する。基本設定後、参加登録項
目の設定や自動送信されるメール設定、またウェビナー
最後に行うアンケートの設定を行う。参加登録のプロ
セスには、氏名、メールアドレス、国／地域、業界、
会社名／学校名、カスタム質問（職業、ウェビナーの
情報源、参加証明書の発行希望、今後のイベント情報
配信希望）を設定し、参加者の情報を収集した。なお、
申込ページにはプライバシーポリシーの提示を行った。
また CTRのウェビナーであることを示すため、参加
登録画面や配信メールに CTRロゴマークを掲載する
ように設定したほか、世界各国からの申し込みに対応
すべく、メール言語の設定を受信者（参加登録者）の
デフォルト言語になるようにした。そして、申し込み
フォームの URLを CTRウェブサイト上に埋め込む形
をとった。
詳細設定においては、登壇者や運営側メンバーの登

録を行う。ここで、ウェビナー配信時に画面表示され
る登壇者の表示名を登録することができる。開催日 1
週間前に手動で、URLリンクの記載された招待状メー
ルの配信を行った。また、事前に登壇者が当日の流れ
と運営側の操作内容を把握できるようプログラムのタ
イムテーブルも作成した。タイムテーブルには、スムー
ズな画面切り替えになるよう登壇者自身にカメラ OFF
の切り替えを行ってもらうため、各自のカメラ ON／
OFFのタイミングも明記した。なお、当日の運営で
留意が必要な点は、ネットワーク環境である。ホスト
コンピューターは最も重要なため、安定した有線ネッ
トワークの利用が望ましい。本ウェビナーシリーズで
は各回の開始時に、2分ほどの CTRプロモーション動
画を再生したが、通信容量に負荷がかかりやすいため、
動画の解像度を下げておく等の工夫を行った。この試
みは、ウェビナーでは少し遅れて参加する視聴者が多
く見受けられるため、プログラム本体の見逃しがない
ようにという配慮も込めたものでもある。

Zoomウェビナーは、プログラムやパネルに合わせ
画面レイアウトを調整しやすいのが利点である。テレ
ビ番組のような構成ができるため、視聴側も話者に集
中しやすい。ただし、滞りない画面切り替えのために
は、登壇者がシステムに慣れることも重要である。プ
レゼンテーションスライドの画面共有やミュートの切
り替えがスムーズだと視聴側も安心してプログラムに

集中できる。世界的に普及している Zoomでは、多く
の登壇者がすでに使用経験があったため、スムーズな
ウェビナー運営をすることができた。

Zoomウェビナーの Q&A機能では、視聴者が質問
を入力し、登壇者が返信もしくは口頭で返答できるが、
本ウェビナーシリーズでは利用しなかった。Zoomに
は Q&A機能とは別にチャット機能がついており、双
方に質問が書き込まれてしまうと登壇者が確認しづら
くなるため、チャット機能に一元化することにした。
関連して、視聴者が挙手できる機能もあるが、視聴者
に発言権を与えてしまうと時間管理が難しくなるため、
質問はチャットでの書き込みに限定した。参加者の少
ないウェビナーであれば、視聴者も発言できるように
することで、よりインタラクティブにコミュニケー
ションが取れ、参加者の満足度も上がることが考えら
れる。なお、チャット機能には一長一短の印象がある。
特にアジア圏の参加者はチャットボックスに、挨拶と
して出身地域や所属先を投稿することを好む傾向があ
り、投稿が止まない。参加者からの投稿でウェビナー
への一体感が生まれる利点もあるが、このような挨拶
の投稿が多いと登壇者は質問を拾い上げにくい。また、
本来は登壇者間だけでのチャットのやり取りも可能だ
が、メッセージは同一のチャットボックスに表示され
るため、視聴者からの投稿が多いと事務連絡（時間配
分の連絡等）が埋もれてしまう。そのため、本ウェビナー
シリーズでは必要に応じてスマートフォンを傍らに置
き、ソーシャルメディア等を利用して事務連絡をする
という対応策を取った。この点については、Zoomの
機能改善に期待したい。
可能であれば、登壇者の画面背景にも気を配りたい。
登壇者によっては所属機関の意向によりロゴ等が入っ
たバーチャル背景を利用している。ただし、バーチャ
ル背景は綺麗に合成されにくく評価も分かれる。バー
チャル背景を使用する場合は、テレビ局のようにグ
リーンバックを用意することが推奨される。 いずれに
しても、登壇者全員が無色の壁を背景にしていると殺
風景な印象になるため、各自、画面内に植物や絵を背
景として入れ込む工夫があると、画面だけではなく会
話にも色が出る雰囲気となる。

Zoom以外には実施に係る運営側のタスク管理のた
めに、本学が導入しているMicrosoft社が提供する
Office365内プロジェクト管理ソフト「Planner」やコ
ミュニケーションソフト「Teams」を利用した。いず
れもMicrosoft 社の製品で連携もスムーズであり、本
ウェビナー運営に関する情報共有やタスク進捗管理を
すべて一元化させることができる。Teams上でウェビ
ナー運営用の「グループ」を作り、ボリューム（セッ
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ション）ごとに「チャネル」を作れば、それぞれの内
容が混ざらず整理しやすい。同時進行で複数のセッ
ションの準備や後処理が走るため、この機能は有用で
ある。Teamsは Zoomに対抗して、アップデートを
繰り返し、利便性を高めている。Teamsの「ライブイ
ベント」機能でもウェビナーは開催可能であり、今後
の Teamsのバージョンアップ次第では、全てを Teams
に一元化をすることも可能であると考えられる。
ウェビナー実施後には、時差の都合上ライブ配信を

視聴できなかった視聴者のため、映像コンテンツとし
て本ウェビナーをより広く活用するため、動画公開サー
ビスの「YouTube」にて録画動画を公開した。講演資
料も 1か月限定で公開し、動画（YouTubeへのリンク）
と資料を一元的に公開するウェブページをCTRのウェ
ブサイト内 1）に置いた。なお、録画データ公開にあたり、
Adobe社が提供する動画編集ソフト「Adobe Premiere 
pro」を使用し、録画映像に本学及び CTRロゴの追
加や簡単な音声・映像修正の編集作業を行った。ライ
ブ配信中にもロゴが表示できると良いのだが、現在の
Zoomの仕様では未対応であり、今後のバージョンアッ
プが期待される。

4．広報戦略
英語でのウェビナー開催であったため、視聴対象は

全世界となった。そのため、広報先はこれまでの国内
の既存チャネルから拡大する必要があった。これまで
の対面でのセミナー開催時に告知をかけていた CTR

ウェブサイト、学内メール、大学公式ウェブサイト
及び Facebook、Twitter、観光学術学会 2）会員への
メール配信に加え、この機に新規開設した CTR公式
LinkedInページと観光研究者の国際ネットワークメー
リングリストである Trinetコミュニティへのメール配
信を行った。また、後援を受けた一般財団法人関西観
光本部会員へのメール配信依頼、和歌山大学が賛助会
員として加盟する世界観光機関（UNWTO）の賛助会
員ネットワークサイト AMConnectedへの投稿も行っ
た。ソーシャルメディアに関しては、投稿のシェアに
よる拡散が重要と考え、CTR研究員への協力も呼びか
けた。学内においても、和歌山大学観光学部では専門
科目の全てを英語による講義で履修可能な「グローバ
ル・プログラム」を導入しているため、学部付属組織
の観光実践教育サポートオフィスの協力を得て、学部
生への参加推奨に力を入れた。さらに、先述した通り、
ウェビナー申し込み時に、今後のイベント情報のメー
ル受信希望を選択できるようにし、過去のウェビナー
参加者にも継続して開催情報を発信できるようにした。
広報チャネルの拡充だけでなく、本ウェビナーシリー

ズのデザイン面にも留意した。2020年 7月開始当時、
観光学分野においては日本の機関が大々的に国際ウェビ
ナーを実施している例はまだ見られなかったため、日本
らしさを全面に打ち出すこととした。具体的には、eフ
ライヤーやウェブサイトのサムネイル画像に、CTRの
シンボルモチーフとして利用している鶴のイメージを多
用し、視覚的に関心を捉えることを狙った。

図 1．ウェビナーシリーズサムネイル画像
1

図 1 ウェビナーシリーズサムネイル画像2

3

　　　　　　　　　
1）http://www.wakayama-u.ac.jp/ctr/resource/video/index.html
2） 学会設立に和歌山大学が中心的に関わり、現在も多くの本学観光学部教員が役員や委員等を務めていることから、CTRでもセミナー等
の開催時には会員へのメール配信を依頼している。
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広報スケジュールとしては、開催日の 2週間前程
度を目安に告知をかけた。本ウェビナーシリーズを開
始した頃には観光学分野でもすでに世界各地でウェビ
ナーが開催されており、あまりに早すぎる告知では情
報が埋もれてしまうことや申し込んだことを忘れられ
てしまう可能性を最小限にすることを狙った。海外で
は 1週間前や数日前、時には前日の告知も珍しくない
のが実情である。ウェビナー広報には、手軽にそして
気軽に視聴できるウェビナーの実態に合わせた広報戦
略をとることが求められる。
なお、ウェビナーの当日参加者数は、一般的に申込

者の 5～ 6割ほどにとどまるため、目標参加数の倍の
申込数を集める必要がある。また、日本ではあまり浸
透していないが、アジア圏では参加証明書が重宝され
る傾向があるため、告知の際には証明書の発行が可能
である旨も申し添えた。運用方法としては、ウェビナー
申し込み時に発行希望の場合はフォーム内のチェック
を入れるようにし、終了後に Zoomから出力した参加
者リストを基に、個別メールで参加証明書を送信した。
現在の Zoomウェビナーには証明書の自動発行機能が
なく、このような個人での発行作業は煩雑なため、自
動的に証明書を発行できるような運用方法の検討が必
要である。なお、参加証明書発行希望者は第 1回と第
2回では申込者の約 75％、第 3回は約 45％であった。
申込時のアンケート結果からは、CTRからのダイレ
クトメールが最も告知に効果的であることが確認でき
た（図 2参照）。特に 2回目以降は、過去の参加者にも
メール配信を行うため、メール受信者数が拡大したた
めだと考えられる。LinkedInでの発信もフォロワー数
の拡大に伴って重要なチャネルとなっていた。関係者
からの紹介も平均して 1割程度を占めていた。登壇者

からの情報発信が行われれば、CTRが直接つながって
いない層にリーチすることができる。大きな割合を占
める大学ウェブサイトや Facebookで情報を得た回答
者の中には、海外からの参加者も多く、研究員個人の
ソーシャルメディアによる情報拡散や、大学教員が授
業の一環として視聴を推奨するなどを通して申し込み
につながっていることが推測される。地域別に情報源
の内訳を分析すると、日本とヨーロッパ地域以外では
LinkedInの割合が高く、欧米圏では Trinetの割合が高
かった。一口に「海外研究者」と言っても、具体的なター
ゲットによって広報チャネルの選定が必要であること
がうかがえる。
さらに、国別で申込数を分析すると、アジア圏の中
でも中国と韓国が少ないことが顕著であった（図 3参
照）。両国とも観光研究が非常に活発であり、すでに
それぞれの国で観光研究に関するウェビナーが十分に
提供されていたのかもしれない。加えて、中国では
2020年 8月から Zoomの利用が制限されることが報
道（ロイター，2020）されており、多くのコミュニケー
ションサービスが利用できない環境にあることから情
報が届き難いという背景も要因であると考えられる。

5．結　論
本実践報告の目的は、CTRのウェビナーシリーズ
を通して得たオンラインイベント運営のノウハウと知
見を報告することで、日本でも歩みを始めたウェビ
ナー文化の発展ならびにオンラインイベント運営の円
滑化に貢献することであった。コロナ禍でさまざまな
イベントがオンラインで行われ、新しい形として受
け入れられ始めている。対面に比べて不便な点もある
が、利点も多く、今後はコロナの収束状況をにらみな
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がら、ハイブリッドでのイベント開催が普及していく
ものと見込まれる。双方の長所を生かし、補完し合う
ことでこれまで以上に価値あるイベントが実施されて
いくことが期待される。しかしながら、世界と比べる
と日本はイベントのオンライン化に遅れている。特に
大学機関のイベントに限ると、国際ウェビナーを開催
している例はまだ少ない。国際ウェビナーは世界と知
見を共有することで、研究発展や貢献につながるだけ
でなく、国内外に存在感を示す機会ともなり、大学ブ
ランディングにおいても意義を持つイベントである。
内容や質を保証することができれば、教育コンテンツ
として単位化に発展させたり、有償化して収益源とし
たりという展開も期待できる。この新たな需要と可能
性をつかむために、運営側は変化の早さに適応してい
く必要がある。オンライン会議サービスは日進月歩で
新たなツールが開発され、機能も改善されていく。今
後はプロバイダー各社の更なる特徴・差別化も出てく
ることが予想される。比較検討しながら各イベントに
最適のツールを見極めることで、イベントの実施効果
を高めることが望まれる。
さらに、インフラ環境はもちろんのこと、視聴者の反
応も変化が出てくることが予測される。トピック選定や
プログラム構成等、都度の運営体制の見直しと改善を
図ることがより効率的で効果的なイベント開催につなが
る。大学機関での実施イベントは往々にして一度限りの
開催で「やりっぱなし」になってしまいがちである。人
件費などの開催費用がかからないイベントは皆無である
ため、参加無料のイベントであっても、ノウハウを蓄積
し、成果を最大化すべきである。PDCAサイクルの運
営体制を整え、プロジェクトを設計していくことが求め
られる。より踏み込んで、特に有償プログラムとしての
確立を目指すのであれば、質保証が課題となる。将来
性を念頭に戦略的に今後への展開を描き、まずは無償イ
ベントで経験を重ねていくことが必要であろう。本稿が
その一助になることを願う。
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